
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

・わかる喜びを感じ、自ら意欲的に取り組む生徒 

 
【年度末からの引継ぎの状況】  

（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：１０月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。）

 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 ①学習環境の充実 取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

②授業改善に向けた取組 ②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携 ③家庭との連携 

具
体
的
取
組
内
容 

①ロッカーと机上の学習用具
の整理 

【教務：●●】 
②-1 課題とまとめの正対 
【研修：●●】 
②-2 ICTの日常的な活用 
【研修：●●】 
③授業内容に関連した宿題の
提示 

【教務：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

➀教室環境の整備 

【教務：●●】 

②-1 課題とまとめの正対 

【研修：●●】 

②-2 ICT機器の配置を全学級同じ仕様にする。【研修：

●●】 

③授業内容に関連した宿題の提示 

【教務：●●】 

➀教室環境の整備 

【教務：●●】 

②-1 授業での振り返り 

【研修：●●】 

②-2 ICT機器の活用【研修：●●】 

③家庭学習の定着 

【教務：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①教室環境の整備（ＩＣＴ、
掲示物等の工夫） 
【教務・研修】 

②－１課題と正対したまと
めと振り返りの充実 
【研修】 

➁－２個に応じた指導 
③見取りにより家庭学習を
充実させる。【教務】 

目
標
指
標 

②-1 すべての授業で学習課題と正対したまとめを提

示する。学校評価（教職員評価）で80％以上。 

②-2 すべての授業でICTを活用する。 

 学校評価（教職員評価）で80％以上 

③授業内容に関連した宿題を提示する。学校評価（教

職員評価）で80％以上。 

➁－１ 授業や単元のまとまりで授業の振り返り

を行い基礎学力の定着を図る。【９０％以上】 

➁－２ ＩＣＴの活用の仕方について交流し、ス

キルアップを図る。【９０％】 

③ 見取りにより目的意識（目指すゴール）を持た

せ家庭学習の充実を図る。【９０％】 

目
標
指
標 

①すべての学級でロッカー・机
上の整理 

②-1 すべての授業で、学習課
題に正対したまとめを位置
付ける 

②-2 すべての教科でICTを活
用する。 

③授業内容に関連した宿題の
提示 

 

目
標
指
標 

①ＧＩＧＡスクール構想に
対応できるＩＣＴ環境を
充実させるとともに、有効
な活用場面を研修し、わか
る授業づくりの推進 

②－１課題と正対したまと
めと授業や単元のまとま
りで授業の振り返りを位
置付けた授業実践の充実 
➁－２ＩＣＴの有効活用に
よる個に応じた学習の充
実 

③見取りにより目的意識（目
指すゴール）を持たせ家庭
学習の充実 

成
果
と
課
題 

〇授業交流を通じた授業改善により課題とまとめが

正対した授業が増え、学校評価の目標指標を超える

ことができた。 

〇校内研修の結果すべての教科でＩＣＴの活用頻度

が上昇した。 

●教職員評価のＩＣＴの活用では８０％以下と教員

間で個人差が見られた。 

●宿題や家庭学習の習慣化は８０％近くの数値にな

っているが主体的な取組には至っていない。 

○授業に余裕を持たせ振り返りを意識した結果学

校評価で８２から８８へと数値が上がった。 

○タブレット、実物投影機等の積極的な活用により

学校評価で９０を超えた。 

●家庭学習については、見取りの充実に取り組んで

いるが、まだ成果が表れていないところがあっ

た。学校評価では、授業内容に合わせた宿題の提

示８３に対し、学習に目標が持てているは６７だ

った。 

●チャレンジテストの結果を見ると授業の振り返

りやＩＣＴ、宿題等がうまく作用していないと

ころもある。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活

用 

・チャレンジテストの分析に
基づき、各教科で生徒各人の弱
点克服を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活

用 

・１学期末問題の集計に基づき、長期休業
等の宿題に反映させる。 

・学期末問題の分析に基づいた振り返
りを中心に授業改善を行う。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活

用 

・弱点の分析 
・経年変化分析 
 

学 校 名 ○○町 立 ○○中 学校 

役職・担当者名 教務主任・●● ●● 

1
7
 

１人１台端末を効果的に活
用した個別最適な学び、協
働的な学びの実現を明記し
ている。 



 


